
関係部
局・団体

実績 実施状況と課題

124
図書館バリ
アフリー宣
言

だれもが使ってみようと思
う、そして使いやすい図書館
をめざして、図書館のバリア
フリー宣言をし、様々な場面
でＰＲする。
〔108にも掲載しています。〕

継
続
○

平成19（2007)年度より引き続き図書館はだれもが気
軽に立ち寄り、利用できる場所であることをアピール
するため、バリアフリー宣言「図書館へようこそ」を館
内で掲示するとともに、ホームページの利用案内の
ページに掲載し、周知を行った。

市立図書
館

125

読書相談と
レファレンス
サービスの
充実

子どもが読みたい本や知り
たいことを見つけられるよう
取り組みを充実する。

継
続
○

子どもたちがわかりやすい書架案内や書架表示の工
夫とともに、子どもたちが職員に声をかけやすい積極
的なフロアワークを継続して行う。また学校図書館か
らのレファレンスに対して迅速かつ的確におこなうた
めのレファレンスシートの検討を行った。蛍池図書館
では保育所での継続的なテーマ設定での読書活動を
お手伝いした。

市立図書
館

126

豊中版ブッ
クスタート事
業
「えほんはじ
めまして」

赤ちゃんにとって親子のふ
れあいや温かい語りかけが
大切なこと、赤ちゃんと一緒
に絵本を読みあう楽しさを伝
える事業。図書館が子育て
支援の場であることや利用
の方法についても伝える。4
か月児健診時、市内4ヵ所の
会場で行う。絵本のリストや
図書館の案内、子ども文庫
のしおり等を配布する。また
健診未受診者へ「えほんは
じめまして」の資料を配布す
るなど、状況に応じて働きか
けを行う。
〔22にも掲載しています。〕

拡
充
○

受診
者数
受診
率

受診者
数
3,370
人
受診率
94.9％

平成19（2007)年4月より本格実施。資料の配布は受
診者全員に行っている。絵本コーナーに立ち寄っても
らうよう声かけをし、赤ちゃんと絵本を読む楽しさを伝
えるように工夫している。受診者と一緒に来所する姉
兄も絵本に親しむ機会となっている。未受診者には
保健師が訪問時に資料を配布し、保健センターにも
一部常備して渡せるようにしている。図書館の赤ちゃ
ん向けおはなし会への参加人数が増え、赤ちゃんの
名前での利用者カードの登録もあり、図書館利用に
つながっている。それぞれの赤ちゃんと保護者に応じ
て絵本の楽しさを伝えることが課題である。年に１
回、この事業に関わっている豊中子ども文庫連絡会・
健康支援室・図書館による懇談会を開催し、情報交
換や意見交換をしている。

○市立図
書館
健康支援
室
子育て支
援セン
ター
豊中子ど
も文庫連
絡会

「えほんはじめまして」の取
り組みをフォローするものと
して、乳幼児と保護者が楽し
みながら、わらべうたや絵本
にふれる機会をつくる。

拡
充
○

実施
回数
参加
人数

0歳から
参加でき
るおはな
し会205
回4,192
人、赤
ちゃん専
用スペー
ス22回
524人、す
くすく赤
ちゃんタ
イム７回
197人、す
くすくおは
なしタイ
ム7回180
人。（番外
編　1回
77人）

0歳の赤ちゃんから参加できるおはなし会　6館で実
施。
赤ちゃんと絵本を楽しむ専用スペース　2館で実施。
保健師を招いての健康相談などのお話と図書館職員
によるおはなし会を組み合わせた「すくすく赤ちゃんタ
イム」　7館で実施。
保育士を招いての手遊びや遊びの紹介と図書館職
員によるおはなし会を組み合わせた「すくすくおはな
しタイム」　1館で実施。

市立図書
館

128 おはなし会

子どもが絵本やおはなしの
楽しさを知ることができるよ
う、図書館でおはなし会を定
期的に行う。

継
続
○
参加
人数

のべ
16,876
人

おはなしボランティアと連携しながら各図書館および
図書室で定期的に実施しており、子どもの年齢を細
分化するなど、サービスの充実につとめており、参加
人数も増加傾向にある。小学生以上を対象とした機
会が少ないことが課題である。

○市立図
書館
おはなし
ボラン
ティアグ
ループ

127
乳幼児向け
おはなし会

「赤ちゃんの事故防止の話を聞けて良かったです。まだねんねの時期ですが早めの対策に役立てたい。」
「保健師さんのおはなしがもっと多くてもよかった。」「いろんな月に生まれた他の月齢の赤ちゃんと過ごせ
て、楽しめました。」「手遊びが楽しかった。事故についても聞けて良かった。」（すくすくあかちゃんタイム
千里図書館の参加者アンケートより）

子どもと保護者への取り組みの充実

6　市立図書館における子ども読書活動の推進

Ｎｏ． 事業名 事業内容
区
分
状
況
指標

平成２０年度（2008年度）実績
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関係部
局・団体

実績 実施状況と課題

129
「えほんに
たっち」

「えほんはじめまして」の取
り組みをフォローするものと
して、経験豊かな講師を迎
え、０歳前半と後半などの発
達段階に分け、親子で一緒
に楽しみながら、読書の大
切さを感じる取り組みを図書
館などで行う。

継
続
○

実施
回数
参加
人数

4館で
計8回
実施、
143人

平成19（2007)年度に比べて申し込み者は減少傾向
であるが、毎年実施館が異なるため地域性も影響し
ていると考えられる。年々、図書館での定例の赤ちゃ
ん向けおはなし会が定着してきているが、この事業に
対する参加者の反響が大きく、職員の研修も兼ねて
いることから引き続き次年度も実施予定。

市立図書
館

130
絵本講座の
開催

子育て支援の講座のなか
で、親子が一緒に楽しみな
がら読書の大切さを感じる
取り組みを、関係機関・団体
と連携して行う。
〔1、9、25、102をご参照くだ
さい。〕

拡
充
○

実施
回数
参加
人数

52回
1,863
人

昨年度に引き続き、子育て支援センターや社会福祉
協議会を通じての子育てサロン・サークルからの出前
講座の申込みに対応している。各図書館とも主に子
ども室の担当者が出向き、絵本の楽しさや大切さに
ついて簡単な説明をしたり、おはなし会を行ったりして
いる。また、会場によってはその場で絵本の貸出を行
うこともある。いずれも定着しているようで、相手先の
年間の行事として組み入れられている様子が伺え
る。

○市立図
書館
関係機
関・団体

131
情報検索の
講習会

子どもを対象とした図書館
の情報検索について講習会
を行う。

継
続
△

一度に多くのパソコンを用意しなければならないこと
等、課題は多いが、学校と連携して、学校での講習
会も視野に入れ、検討する。蛍池図書館では学校で
の講習会に参加。

市立図書
館

132

「子どもと本
のまつり」
「子どもと本
のつどい」

子どもが絵本の読み聞かせ
やおはなし、手づくり遊びな
どを楽しむ「子どもと本のま
つり」や講演会、ワークショッ
プなどの「子どもと本のつど
い」を豊子連と共催して行
う。
〔15をご参照ください。〕

継
続
○

実施
回数
参加
人数

子ども
と本の
まつり
（子ど
も175
人、大
人77
人）、子
どもと
本のつ
どい（2
回、
729人）

「子どもと本のまつり」では、「おはなしボランティアポ
ケット」と「（特活）国際交流の会とよなかTIFA」の協力
を得て、おはなし会と工作教室、お手玉遊びを行い、
多くの参加があった。
「子どもと本のつどい」は今年度より2回の実施となっ
た。1回目は佐々木正美さんの講演会「子どもへのま
なざし」、2回目はたかいよしかずさんの作品展と工作
教室を行った。作品展は6日間にわたっての開催で、
子どもから大人までたくさんの方が足を運ばれた。ま
た工作教室ではふだんなかなか図書館へ来館しない
小学校高学年の子どもたちの参加があった。

市立図書
館
豊中子ど
も文庫連
絡会
（豊子連）

133
伝承遊びの
場づくり

地域の大人による、伝承遊
びや昔語りの場を提供す
る。

継
続
○

「むかし
あそび
つくって
あそぼ
う」44人

子どもたちが地域の人達とともに、世代を越えて手作
りおもちゃを作って遊ぶ場を提供して、関連する資料
の展示・貸出もした。ふれあいネットワークの皆さんを
講師に招き　かざぐるま・紙ひこうき・でんでんだいこ
などをみんなで作った。年一回のお楽しみの行事とし
てではなく、世代交流の場として日常的な取り組みと
して位置づけていくことを目指す。

市立図書
館

状
況
指標

平成２０年度（2008年度）実績

Ｎｏ． 事業名 事業内容
区
分
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関係部
局・団体

実績 実施状況と課題

134
子ども対象
の催し

折り紙や手作り工作をはじ
めとした地域子ども教室な
ど、子ども向けに行っている
行事を充実し、子どもと本を
つなぐ機会とする。

継
続
○

実施
回数
参加
人数

地域こ
ども教
室3館96
回実
施、参
加2,020
人。子ど
も映画
会4館52
回、
672人、
手作り
工作な
ど子ども
向け行
事5館
64回、
1,332人

地域子ども教室や図書館が主宰する子ども向けの行
事を行うことで、地域の子どもたちが図書館に来館し
て本に親しむ機会となっている。

市立図書
館

135

「おはなし会
がやってき
た！」（旧お
はなし指導
者派遣事
業）

子ども文庫やおはなしグ
ループに依頼し、日ごろ図
書館を利用しにくい子どもた
ちに出前のおはなし会を行
う。                         〔58、
83、100にも掲載していま
す。〕

継
続
○

おは
なし
会の
回数
参加
人数

7ヵ所で
9回開
催、参
加人数
は661
人

平成20（2008）年度より「おはなし会がやってきた！」
として実施。民間保育所(園)4ヵ所、支援学校1校(3回
開催）、障害児通園施設2ヵ所でおはなし会を行った。
事業をきっかけとして、実施園への団体貸出などの
図書館サービスが始まった。

市立図書
館

136
保育所
（園）・幼稚
園訪問

保育所（園）、幼稚園に出か
けて、おはなし会や図書館
の使い方の説明を行い、絵
本やおはなしの楽しさを伝え
る。
〔60にも掲載しています。〕

継
続
○

実施
所
（園）
数

8回

子どもたちの反応はよく、大きな子には本への興味
や図書館利用に結びつけることができる。園によって
は0歳児から参加することもありプログラム構成は難
しいが、保育士・教諭への選書の支援や団体貸出な
ど保育現場での読書環境の充実につなげるきっかけ
としている。

○市立図
書館
保育所
(園)
幼稚園

137
「ようこそ図
書館へ」

主に小学校3年生を対象とし
て、小学校へ図書館見学を
呼びかけて実施する。

継
続
○
実施
校数

41校
子どもたちが地域の図書館に来て、より図書館を身
近に感じてもらうことによって、来館につながる大事な
機会となるため、継続して行う必要がある。

○市立図
書館
小学校

138 講座の開催

保護者や子どものまわりに
いる大人に、子どもの読書
の楽しさや大切さを伝える講
座を行う。

継
続
○
回数
参加
人数

2回
28人

平成19（2007)年度までは私立幼稚園の保護者を対
象に実施してきたが、平成20（2008)年度は保育所で
開催した。保育所の保護者は仕事を持っているの
で、園での行事の前に設定し、時間も夕方からにする
など工夫をした。保護者の絵本や読書に対する関心
は高いと感じるが、参加率は低かった。ＰＲの際に講
座の内容を具体的に紹介するなど、開催の周知の仕
方などが今後の課題。

市立図書
館

事業内容
状
況

平成２０年度（2008年度）実績
区
分

Ｎｏ． 事業名 指標
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関係部
局・団体

実績 実施状況と課題

139 ブックリスト 本の紹介リストを作成する。
継
続
○

赤ちゃん向け絵本の紹介冊子を一部改訂し見やすく
した。（このリストはHPでも公開している。） 服部図書
館のおはなし会10周年記念で、ボランティアにも協力
いただき「思い出の一冊」冊子を作成、配布。千里図
書館ではYA（ヤングアダルト）向けリーフレットを発行
し、テーマを設けてYA向けの本を紹介した。

市立図書
館

140
ホームペー
ジの充実

図書館の子ども向けホーム
ページをより使いやすいも
のにする。

継
続
○

平成20（2008)年度にシステムのリプレイスを実施し、
子ども向けの利用案内や催し等を新設した。だが現
時点では、ホームページの定期的な更新ができてい
ないので、今後も検討していく事が必要である。

市立図書
館

141
家庭への情
報提供

図書館のホームページや
ケーブルテレビで本の紹介
などを行う。
〔6、109にも掲載していま
す。〕

継
続
△

図書館のホームページをリニューアルし、こどもの
ページや赤ちゃんのページを設けた。その中に赤ちゃ
ん向けの絵本や教科書に載っている本の一覧を掲載
している。ケーブルテレビでの本の紹介は未実施。

市立図書
館

142
新１年生へ
のＰＲ

「新１年生ビラ」を小学校を
通じて新１年生に配布し、家
庭に向けて図書館のＰＲを
行う。
〔5にも掲載しています。〕

継
続
○
配布
枚数

3,490
枚

図書館のPRおよび利用促進のよい機会となっている
ので、学校司書と連携しながら今後も継続していく

市立図書
館

143
情報検索の
リーフレット

子どもを対象とした図書館
の情報検索のリーフレットを
作成する。

新
規
□

図書館見学の場などで、実際に検索を行う際に簡易
なものを渡しているが、まとまった内容のものはでき
ていない。

市立図書
館

144
教職員向け
利用案内

教職員向けの図書館利用
案内を作成する。

継
続
△ 利用案内の内容を検討中

○市立図
書館
義務教育
課
小中学校

145
中学・高校
生へのPR

市内の中学校、高校に利用
案内やポスターを配布す
る。

拡
充
○
配布
校数

全中学
校・高
校1校

各図書館から中学校へ各種の案内等を送付してい
る。高校についてはまだ十分な連携を取れていない
が、一部の図書館では資料の貸出に結び付けている
ところもある。「子どもと本のつどい」や高校生向けの
読み聞かせボランティア講座などを実施する際には
各高校へチラシやポスターなどを配布し、PRに努め
た。平成20（2008)年2月にリニューアルオープンした
千里図書館では、4月にリニューアルオープン案内の
チラシを、7月にYAコーナー紹介のチラシを、10月に
中高生にとって興味のある内容の通信を発行し、近
隣中学校・高校に配布した。

市立図書
館

事業名 指標事業内容
区
分

Ｎｏ．

子どもの本や読書に関する情報提供

状
況

平成２０年度（2008年度）実績
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関係部
局・団体

実績 実施状況と課題

146
市立図書館
の資料の充
実

図書館が子どもや子どもの
本に関する情報を収集して
資料を選書し、児童書の蔵
書をさらに充実したものとす
る。

継
続
○

児童
書の
受け
入れ
冊数

16651
冊

こども室の担当者が子どもの本の情報を共有し合う
ようにしている。利用者からのリクエストや各館担当
者からの購入提案についても、選書委員会を通じて
積極的に対応している。

市立図書
館

147
はじめてで
あう絵本の
コーナー

子どもがはじめて出会う絵
本を集めたコーナーを設置
する。

継
続
○

コー
ナー
設置
数

すべて
の図書
館（9
館）

すべての図書館に子どもがはじめて出会う絵本を集
めたコーナーを設置している。コーナーでは絵本のほ
かに地域の情報や子育て情報を提供している。

市立図書
館

148 子育て支援

子どもの本とともに子育てに
関する資料や情報を提供
し、図書館が子育て支援の
場のひとつとなるよう環境整
備を行う。

拡
充
○

赤ちゃんと保護者を対象にした行事や「はじめて出会
う絵本」のコーナーに、チラシや子育てに関する資料
を展示している。こども室に子育てに関する資料の
コーナーを設けている図書館もある。全ての図書館
で、希望者には授乳スペースを確保している。

市立図書
館

149
ティーン向
けの資料の
充実

ティーン向けの本のコー
ナーを設置する。

継
続
○

9館中8館がヤングアダルトコーナーを設置している。
平成20（2008)年2月にリニューアルオープンした千里
図書館では、コーナーを広くとりテーブルや椅子も設
置している。加えて、近隣の中学校と連携して中学生
が薦める本のコーナーを設けたり、出版者の文芸PR
誌・フリーペーパー・近隣高校文芸部の冊子などを収
集し、YA世代の情報交換を促している。

市立図書
館

150 資料の充実

図書館が通園施設や支援
学校の教職員とともに、施
設で活用される資料の情報
交換を行い、障害のある子
どもにとって有効な資料を研
究し、選書の際の参考にす
る。
〔113にも掲載しています。〕

継
続
○
施設
数

支援学
校2校、
通園施
設2ヵ
所

施設や学校で活用される資料の、要望やニーズにつ
いて巡回時に情報交換している。そして動く図書館車
に積み込む資料に反映して、施設や学校の読書環境
の整備につとめている。課題としては、施設の職員や
保護者が入れ替わるたびに、継続的に交流の場を持
つことがあげられる。利用方法についても、年度初め
に案内を配布しているが、直接説明を実施することが
のぞましい。

○市立図
書館
通園施設
支援学校

151
外国語資料
の充実

関係団体と連携・協力し、外
国人市民の意見やニーズを
把握しながら、外国語資料
を購入や寄贈本を受け入れ
ることによって蔵書を充実す
る。また岡町図書館の「世界
のこどもの本の部屋」をより
利用しやすいものにする。
〔111にも掲載しています。〕

拡
充
○

新規
受入
冊数
所蔵
冊数

95冊、
8,851
冊

購入内訳（中国語32冊、英語26冊、韓国語20冊、ブラ
ジル語13冊、フランス語4冊）

市立図書
館

152
外国語資料
の検索シス
テムの整備

英語以外の外国語資料につ
いて、蔵書検索ができるよう
に研究を行う。
〔114にも掲載しています。〕

継
続
△

平成20（2008)年3月の図書館システムのリニューア
ルに伴い、多言語対応の環境は整備されている。未
整備の多言語のデータ作成が課題となっている。

市立図書
館

事業内容
区
分

平成２０年度（2008年度）実績

指標Ｎｏ．

読書環境の整備

事業名
状
況
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関係部
局・団体

実績 実施状況と課題

153
動く図書館
の巡回

動く図書館が通園施設や支
援学校、保育所を巡回して、
子どもや教職員が直接選ん
だ資料を貸出しする。

継
続
○

動く
図書
館で
巡回
して
いる
施設
数
貸出
冊数

保育所
5ヵ所、
支援学
校2校、
通園施
設2ヵ
所、
9,427
冊

約4週間に1回、各施設を巡回して貸出を実施してい
る。動く図書館車に資料をのせて各施設に乗り入れ
ることで、図書館から距離があるなど様々な理由で来
館が困難な子どもたちが、たくさんの資料の中から自
分のお気に入りの本を選び、本に親しむ機会となって
いる。平成20(2008)年度は動く図書館車の更新、コン
ピュータリプレイスによる運休期間があった。また、図
書館に来館することが困難な子どもたちへのサービ
スをより強化するため、市内の民間保育所(園）数ヵ
所をこども室担当者と共に視察し、新たな巡回先を検
討した。

市立図書
館

154 団体貸出

子ども文庫、保育所（園）や
幼稚園、人権まちづくりセン
ターなどへ団体貸出を行う。
〔15、45、67、112をご参照く
ださい。〕

継
続
○
団体
貸出
冊数

子ども
文庫
5,454
冊、保
育所
23,408
冊、幼
稚園
1,986
冊、人
権まち
づくりセ
ンター
1,767
冊、お
はなし
ボラン
ティアグ
ループ
9,246冊

子ども文庫や学校、放課後こどもクラブ、保育所
（園）、幼稚園及び自主的な活動グループで10人以上
の利用者を有する団体に資料の団体貸出を行ってい
る。貸出の期間や冊数は利用団体の種別ごとに定め
られており、図書館では選書の補助や、必要に応じて
配本などを実施している。

市立図書
館

155

放課後こど
もクラブへ
の貸出しと
配本

放課後こどもクラブへ絵本
や紙芝居などを選書し、定
期的に貸出・配本する。平
成18年3月現在32ヶ所で実
施。
〔45をご参照ください。〕

継
続
○

放課
後
こども
クラ
ブ
貸出
冊数

39校、
11,534
冊

平成20（2008)年度は配本実施校が3校増えて39校と
なったが、うち1校は夏休み中のみ配本することとなっ
た。これ以外は、およそ4か月に１度、本を入れ替える
ために配本をしている。昨年度にひきつづき、41校す
べての放課後こどもクラブの配本を実施できるよう体
制を整えていきたい。

○市立図
書館
子育て支
援課

156
学校図書館
との連携・
支援

市立図書館職員と学校司書
が日常的に子どもや子ども
の本に関する情報を共有す
る。その中で学校図書館へ
の団体貸出や調べもの、リ
クエストなどの支援を充実す
る。また市立図書館の行事
においても両者が連携し、
内容の充実を図る。

継
続
○

学校
図書
館へ
の団
体貸
出冊
数

41355
冊

調べもの等の支援を充実させる為、レファレンス用
FAX用紙を作成中。また、市立図書館で行う様々な
行事について、ポスター掲示やチラシ配布などを通し
て、PRに連携・協力して頂いている。
蛍池図書館では学校行事に参加し、図書館案内を兼
ねたおはなし会を実施。また点字ボランティアやおは
なしのボランティアを紹介。点字講習会実施後には点
字絵本の寄贈をいただく。

○市立図
書館
義務教育
課
小・中学
校

指標Ｎｏ． 事業名 事業内容
区
分

平成２０年度（2008年度）実績
状
況
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関係部
局・団体

実績 実施状況と課題

157
学校・市立
図書館連絡
会

学校・市立図書館間で資料
活用状況等に関する交流
（情報交換や研修）の場を設
ける。
〔90にも掲載しています。〕

継
続
○

会
合・
研修
回数

9回（8
館×1
回＋1
回）

義務教育課を通じて、市立図書館の司書と担当する
地域の小・中学校の学校司書と交流会を持った。当
日は図書館の資料を活用した授業の様子や学校図
書館の取り組みなど、学校における子どもの読書に
関する情報交換とともに、図書館における地域の子
どもの読書に関する情報交換を行った。また毎年、新
任学校司書向けに市立図書館司書による研修を実
施している。さらに平成19（2007)年度に実施した学校
図書館連絡会中学部会と市立図書館との交流会は
未実施のため平成21（2009)年度実施に向け、内容、
時期を義務教育課を通して検討していく。

義務教育
課
市立図書
館

158
小児科など
の医院との
連携

地域の小児科などの医院
と、子どもと子どもの読書に
関する情報交流を行う。
〔2をご参照ください。〕

新
規
□

平成19（2007)年度より引き続き小児科医院などへ市
立図書館が作成した絵本リスト「赤ちゃんと楽しむえ
ほん」を配布することで調整しているが、実施にい
たっていない。

市立図書
館

関係部
局・団体

実績 実施状況と課題

地域や図書館、学校で活動
するボランティアに対して図
書資料や場所、活動に必要
な情報を提供し、講座の開
催など学習の機会を保障す
る。
〔16にも掲載しています。〕

拡
充
○

貸出
冊数
ボラ
ンテ
ィア
支援
講座
の回
数
参加
人数

9,246
冊、ボラ
ンティア
講座6回
のべ204
人、フォ
ローアッ
プ研修
講座2回
103人

平成19(2007)年度に引き続き「子どもと本をつなぐボ
ランティア講座」を行った。平成20（2008)年度は昨年
度までの講座の内容や回数の見直しを行い全6回の
連続講座とした。また、活動を行っているおはなしボ
ランティアを対象に「おはなしボランティアフォローアッ
プ研修講座」を実施した。今後は幼稚園や学校、様々
な施設で活躍するボランティアの交流の場をつくり、
地域でのネットワーク作りをすすめる取り組みが必要
となる。

160

紙芝居ボラ
ンティア「紙
芝居すきや
ねん」

市立図書館や地域の公共
施設が地域のおはなしボラ
ンティアと連携し、小学生・
中学生・高校生のおはなし
ボランティア活動を支援し、
活動の場を提供する。
〔17、72、91をご参照くださ
い。〕

拡
充
○
実施
回数

16回
（高川：
10回
庄内：6
回）

中学生・高校生ボランティアによる幼児向け紙芝居会
を毎月１回実施している。また参加者募集の意味で、
昨年度にひき続き、担当地域の中学校の学校司書に
相談し、中学校に職員とボランティアが出向いて、紙
芝居の読み聞かせや実演のアドバイスを行った。こ
の訪問がきっかけとなり来年度は、小中連携の一環
として中学生による小学生への紙芝居の読み聞かせ
を行う案もでているとのこと。

○市立図
書館
おはなし
ボラン
ティアポ
ケット
関係施設

Ｎｏ．

Ｎｏ． 事業名 事業内容
区
分

159
おはなしボ
ランティア活
動への支援

・絵本作家の苦労や絵本への思いが良く分かりました。絵本を選ぶときも思いを持って選んで、1冊1冊大
切に読んでいきたいです。
・自分が読める本読めない本があることを少し悩んでいましたが、講座に参加してスッキリしました。自分
の読める本を大切に活動していこうと思います。
・絵本を通じての子どもとのかかわり方や絵本の選び方など戸惑っていたので、たくさんのヒントをいただ
けました。

市立図書
館

平成２０年度（2008年度）実績

状
況
指標

平成２０年度（2008年度）実績

子ども読書活動ボランティアや市民活動団体への支援の充実

事業内容
区
分
状
況
指標事業名

子ども読書活動におけるネットワークづくりと情報交流の推進
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関係部
局・団体

実績 実施状況と課題

161 パネル展
子ども読書に関わる市民・
関係団体の活動を紹介する
パネル展を行う。

継
続
△

実施
回数
参加
団体
数

4回

「子どもと本をつなぐ地域交流会」では活動を紹介す
るパネルやポスターを展示している。今後はより多く
の方に子ども読書の活動を知ってもらうことが課題で
ある。

市立図書
館

162
教職員への
取り組み

夏休みを利用して、教職員
向けに図書館見学会や図書
館・図書館資料の効果的な
活用を提案する。
〔94をご参照ください。〕

新
規
〇

小学校の教員向けに図書館職員によるインターネッ
トでの情報検索についての研修を行った。

○市立図
書館
義務教育
課
小中学校

163
情報交流と
研修

図書館や関係機関等で行う
講座や研修の情報を共有
し、学習の機会を広げる。
〔76、123をご参照ください。〕

拡
充
○

研修
回数
参加
人数

平成20（2008)年度の「子どもと本のつどい　パート1」
において児童精神科医で自閉症治療教育プログラム
「TEACCH」の研究にも携わっておられる佐々木正美
さんの講演会「子どもへのまなざし」を実施。講演会
の開催にあたって、通園施設の職員へ情報の提供と
講演会への参加の呼びかけを行った。

市立図書
館
関係施設

164
図書館職員
研修

図書館の児童サービスに関
する研修を充実する。
〔54をご参照ください。〕

拡
充
○
研修
回数

大子連
児童文
化講座9
回

大阪府の司書セミナーや大阪府子ども文庫連絡会主
催の児童文化講座へ参加し、研修の場としている。ま
た参加者によるレジメおよび記録の回覧で職場内で
の共有につとめた。

市立図書
館

状
況
指標

平成２０年度（2008年度）実績

Ｎｏ． 事業名 事業内容
区
分

子どもに関わる大人への啓発と研修

-50-




